別紙２
　日本のひなた宮崎国スポ川南町軟式野球競技会場等設計業務公募型プロポーザル審査基準
	評価項目
	評価事項
	審査方法

	会場設計及び設営業務実績
	・国体（国スポ）等に係る会場設計及び設営業務の実績を豊富に有しているか。
（令和元年度～令和６年度）
	書類審査

	配置予定技術者の実績
	・配置予定技術者が国体（国スポ）に係る会場設計又は設計業務の実績を豊富に有しているか。
	

	基本方針
	・国体（国スポ）の特性を十分理解しているか。
・国体（国スポ）等への意気込み・意欲は感じられるか。
・当該競技を理解しているか。
・SDGsの理念を基に設計をしているか。
	プレゼンテーション審査

	業務スケジュール
	・会場設計の効率的なスケジュールとなっているか。
	

	業務の取り組み方
	・現地の確認方法、回数等は提案されているか。
・実行委員会及び競技団体、関係機関との緊密な連携が確保できる提案になっているか。
・建築主事や消防等関係機関との協議方法は適切か。
	

	業務実施体制
	・配置予定技術者は十分確保されているか。 
・サポート体制は十分か。 
・配置予定技術者の専任、兼務の状況は適正か。
	

	会場配置計画及び動線・ゾー イング計画
	・競技会場の特性を正確に理解しているか。 
・過去の国体等の検証、検証事項が反映されているか。 
・安全対策について配慮されているか。 
・会場設営に要する経費削減が図られているか。
	

	その他　
自由提案
	・過去の国体等で培ったノウハウ等を活かした提案がなされているか。 
・前例にとらわれない新しいスポーツ大会運営のアイデアがなされているか。 
・アピールポイントや想定される事項、対応策等が記載されているか。
	

	見積額 
	・提案限度額の範囲内であるか。
	書類審査



